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ヨーハン・ゲオルク・ツインマーマン

におけるヒポコンドリーと政治

斎藤太郎

1 

『詩と真実j 第三部十五章でゲーテは， 1775年 9 月スイス人医師ヨーハ

ン・ゲオルク・ツインマーマンが一人娘を伴ってフランクフルトの自宅を

訪れたおりの様子を物語っている川。ゲーテはその中で，「社交上手の熟

練医師J として高い名声を博しているのみならず，当時すでに著述家とし

ても知名度を高めつつあったツインマーマンの人物に言及し，「彼の話は

多方面にわたり，きわめて教えられるところが多J く，「彼と交際するこ

とほど望ましいことはなかった」，と好意的に評している。だが，世事に

長け話題豊富な社交人という人物像を呈示したのち，ゲーテはツインマー

マンに対するイメージを暗転きせるようなエピソードを紹介する。それに

よれば，ツインマーマンの娘は父親の前では言葉少なでさほどの印象を与

えなかったが，父が一足先にゲーテ宅を辞したのち，ゲーテの母に対し涙

ながらに父の暴君ぶりを訴え，自分を引き取ってもらえないかと嘆願した

というのである。

彼女は熱情こめた言葉でこう言った。父のもとへ帰らずにすむな

ら下女としてでも，奴隷としてでも，一生のあいだこの家にとどま

りたい。父の厳しくてわがままなことといったら，他の人にはとても

わからないだろう。自分の兄はこうした仕打ちのために，気が狂って

しまった。自分がこの苦しみを長いあいだ仕方ないと耐えてきたの

は，どこの家庭も同じようなもので，たいした違いはないだろう，思っ
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ていたためだった。ところが，これほど愛情に満ち，快活で束縛のな

い待遇を知ってしまったいまとなっては，自分の境遇は正真正銘の地

獄に変わってしまった。

ゲーテはツインマーマンが自分の子供に対してとった行為を「持続的な

精神的殺人行為J ときびしく批判している。ゲーテによるこのショッキン

グな記述は，しかしながら必ずしも事実に沿うものとは言えない。ツイン

マーマンの生涯に関する最も詳細でか信頼の置ける研究を残した R イッシ

ャーは，ツインマーマンの息子の精神病発病は1777年になってからのこと

であり，ツインマーマン訪問直後のゲーテが書簡においておこなっている

人物評が極めて好意的なものに終始していることなどを傍証として挙げ，

上のエピソードには相当の詩的粉飾が施きれていることを明らかにしてい

る（へもっとも，『詩と真実』を題目に掲げた作品に関して，ゲーテが語

る内容に事実面での暇庇をあげつらうのは不当なことかも知れない。とも

あれ，事実の再現という点でゲーテの記述に問題があるとしても，重要な

のはゲーテがツインマーマンをこのように見ていたということであろう。

そして歴史的事実からの逸脱が多々あるとはいえ，ゲーテの眼はさすがに

ツインマーマンのなかにある極端に対照的な二つの面，そしてこの両極端

の聞を激しく振幅する彼の「真実」を見逃していない。ゲーテが描くツイ

ンマーマンは「激しく真っ直ぐな性質」の持ち主でありながら，社交上は

「外面と態度を完全に自制」しているだけに，一層「抑えがたい内面の性

格」が私的な交わりや著作のなかで「堰を切ったように」噴出せざるをえ

ない人間であり，また「他人が自分の業績を認めて正当に評価してくれる

こと J を求める自己顕示欲を示しながら，「自分が不正なものと認め，考

えたもの」すべてに対し「激怒せんばかりに苛立つて」攻撃を加え，「息

も絶え絶えになるまで暴れまわJ る論争家でもある。それでは，今日も癌

研究者に与えられる〈ヨーハン・ゲオルク・ツインマーマン賞〉に名を残

す重要な医学者であると同時に，「偉大な功績をなしとげながらも，内面

的にはすこしも楽しむところがJ なく，「外見上は名声，地位，財産を得
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ていたにもかかわらず，じつに悲惨な生涯を送った」とゲーテが評するツ

インマーマンとは一体何者だったのだろうか。

2 

1728年12月 8 日にドイツ語圏スイスの小都市プルックに生を受けたヨー

ハン・ゲオルク・ツインマーマンの学者としてのキャリアは，同時代のス

イスが生んだ大学者ハラーを抜きには考えられない。 14歳まで家庭教師に

よる教育を受けたのち， 1742年からベルンのアカデミーで哲学，歴史，雄

弁術，ギリシャ語を学んだ、ソィンマーマンは， 1747年にハラーが教鞭をと

る新進気鋭のゲッテインゲン大学に赴き医学の学業に就く。ハラーは同郷

から推薦状を携えてやってきたこの若者を自宅に下宿きせ，公私ともに手

厚い指導をおこなった。ツインマーマンはハラーの期待に応え，文字通り

寝食を削って学業に打ち込んだが，当時彼が家族に書き送った書簡にはす

でに，同時代人が等しく認めた彼の激しい名誉欲の萌芽が認められる。

「私はこの地で，死後も生命を保ちたいという願望を持った人聞の生活を

送っています。 J<3l ハラーがツインマーマンの才能をどれほど嘱望してい

たかは，ほどなく筋肉組織と神経繊維の被刺激性について自分がおこなっ

ていた研究に加わらせたことにも見てとることができる。ツインマーマン

は蛙や犬や鳩の生体解剖を主とした数多くの生理学的実験に参画し， 1751

年にはハラーのもとで『被刺激性に関する生理学的論考j を書き上げて博

士号を取得する。これを受けハラーは同一テーマについての講演をおこな

い，そのなかでこの論文を援用するという形でツインマーマンの医学者と

してのデビューに多大な援助をおこなった。

スイスの田舎町の狭隆な世界を脱し， ドイツ一流の大学町ゲ、ッテインゲ

ンで華々しい成果とともに学業を終えた彼は，さらに「広い世界j を知る

ためにオランダ，フランスへの教養旅行を試みるが目的半ばで旅費が底を

っき，弟子の窮乏を知ったハラーの斡旋によりしばらくゲッテインゲンで

家庭教師の職について糊口をしのいだ。ハラーは才能豊かな弟子に大学で

のポストを考えていたようだが，医師としての実践活動を望むツインマー
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マンは1752年ベルンへ戻り開業医としてのスタートを切った。ベルン時代

の二年間に医師としての評価を高めていったツインマーマンは， 1752年ま

たしてもハラーの推薦により，故郷プルックの市雇用医師のポストを手に

する。以後14年間にわたって自分が幼少期を過ごしたこの小都市が彼の活

動の場となった。単に診療活動にとどまらぬ多様な業務を課せられながら

も，市の名士の一員に迎えられたいという願望を原動力として与えられた

使命の遂行に全力を尽くしたが，プルックが所属していたベルン州政府当

局者にとって所詮「よそ者 AusburgerJ にすぎぬー医師には，その自尊

心に見合うだけの社会的地位は望むべくもなかった。赴任後間もないノ、ラ

ー宛の書簡ですでに，同地のお偉方は医療費の支払いは一般人と変わらぬ

くせに，医師のことは自分の靴職人と変わらぬ扱いをしてもよいと思って

いる，と苦情を申し立てているが円冷淡な州当局者に対する不満が高じ

ると共に，「寂事が支配し刺戟に乏しく，精神の炎を消してしまうこの地」

に対する耐え難い思いは日増しに募っていった。政治の表舞台における活

動の機会が与えられぬ現実を知ったツインマーマンは，自己実現の道を別

の領域に求めはじめる。こうして著述をおこなう「哲学的医師」ツインマ

ーマンが誕生する。

エルンスト・プラートナーは1772年，『医師と哲学者のための人間学』

のなかで，人間という現象を新たなアプローチによって探究する必要を主

張し，「身体と心の関係と相互作用そして両者の結ぴつきを全体として考

察するj 学問として「人間学 Anthropologiej を位置づけているべ彼は

続けて，人間を心身の統合体と見るならば，「人間に関する学問」である

「哲学」はおのずと「医学」を内包するものでなければならないとして

「哲学的医師」の登場を要請してこう言う。「人聞は身体のみからなる存在

でもなければ心からのみなる存在でもない。人間とは両者の調和したもの

であるから，私の思フに，医師が身体だけに専念することは許きれない

し，モラリストが心だけに限定することも許きれないのだ。」（6）事実， 18

世紀半ばに「全人間 der ganze Mensch」を学問対象とする「人間学J を

隆盛へと導いたのは一連の「哲学的医師J たちだった。彼らは解剖学や生
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理学の研究成果，治療活動から得られた知見，自己観察など，つまりは抽

象的な思弁によってではなく，「経験J を基礎として人間のありょうを追

求した。その根底にあったのは身体と心の相互作用という現象だった。デ

カルト的心身二元論は身体と精神を全く別種の実体と位置づけることによ

り，一種の「機械」としての身体を分析的に探究する視点を用意し，それ

によって近代医学の発展に寄与したが，他方で身体と心の相互作用は原理

的に排除きれぎるをえなかった。だが，診療行為のなかで心身の相互作用

という現象に日常的に接している医師たちは，自分たちの経験を根拠づけ

る新たな「学際的」研究一一 J. A. ウンツアーの言葉を借りれば「哲学

と医学の中間に位置すべき」「中間的学問」ーーの必要を認識してこれを

要請したベツインマーマンもまた，若き日に接したヴォルフ哲学の抽象

的・思弁的内容に激しい拒絶反応を見せて円演縛的合理主義の観点から

人間を論じる哲学的方法を退け，心身の両面から人間の全体像に迫る必要

性を説いている。

医師それ自身は身体を通じて心に働きかけるのみである。しかし医

師は同時に哲学者として，心を通じて非常に多くの良いものを身体の

なかに生み出すことができる。（…）メランコリーを病む人間に対し
てどれほど慰めとなる良い忠告を与えよフともそれは無駄というもの

であって，もしもメランコリーの原因が身体に根ざすものであれば，

その人にとって人聞のいかなる叡智といえど無意味なのである。だ

が，不快な思いや憂悶や悲しみや不安の原因が心の中にある場合，身

体を治療する薬では十分な効果を上げられない。なぜならこれら不快

な感情は，その原因が心の中から除去きれるまでびくともせずに進行

するからである。だが，身体と心の両方に原因がある場合には，双方

に対し同時に意を用いなければならない問。

プラートナーは，医師が哲学に従事することを「教養ある医師の暇つぶ

しJ と見る向きに異を唱えて「哲学者であるがゆえに偉大な存在となった

人々J を想起するょっ促し，その例としてベアハーフェン，ハラー，ティ

ソと並んでツインマーマンの名を挙げているが，事実ツインマーマンは
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「観察する理性」が時代のスローカ事ンとなった18世紀後半を代表する著述

家として同時代人に受け入れられていったのである。

ツインマーマンは師であり庇護者であるハラーに捧げた fフォン・ハラ

ー氏の生涯』（1755年） (10）を皮切りに，次々に著作を発表することによっ

てドイツ文化圏の周縁からの脱出を試みた。翌1756年には後に彼のライフ

ワークとなるテーマを初めて扱った『孤独に関する考察』， 1758年にはコ

スモポリタン的立場から共和制を最高の政治形態と主張する「通俗哲学

的j 著作『国民の誇りについて』を世に問う。以降，『医術における経験

についてJ （全 2 巻， 1763/64年），『赤痢について』（1767年）と精力的に

著述活動を展開してゆく一方で、，ローザンヌの高名な医師ティソを始め，

ボードマー，ブライティンガー，ヴィーラント，ユーリエ・フォン・ボン

ディ，ラファーター，ゲスナー，イーゼリーン，ズルツアー，アプト等国

内外の著名な文学者・学者と幅広く書簡のやりとりを開始する。なかでも

ベルリン後期啓蒙主義の中心人物フリードリヒ・ニコライとは積極的な意

見の交換をおこない， 1768年以降その求めに応じてニコライが主宰する

『ドイツ文献総覧 Allgemeine deutsche Bibliothekj への寄稿をおこなう

ほか，ニコライを通じて尊敬するモーゼス・メンデルスゾーンやレッシン

グとも間接的な交流を結んだ。これによってツインマーマンは多岐にわた

る人脈をもっコスモポリタン的啓蒙思想家として世の認知を受けることに

なった。

ドイツの論檀に着々と地歩を築いていくかたわらで，著作の中で当時

「流行の」病ヒポコンドリーやメランコリーに対する精神身体学的な説明

や対処法を呈示したツインマーマンの声望が高まるとともに，医師として

の活動範囲も急速に拡大し，国内外の貴族たちが彼の診察を希望するよう

になっていった。日々の生活においては相変わらず地方医師の屈辱的な処

遇に甘んじざるをえなかったツインマーマンだが， 1768年にはこの点でも

転機が訪れた。周年，英国王ジョージ三世の侍医のポストが前任者の死に

よって空席となったきい，ハラーの紹介により招聴を受けた友人ティソが

これを断る代わりにツインマーマンを推薦したのである。これにより，ツ
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インマーマンはよフやく医師としての自尊心を満たすに足る地位を得るこ

とになった。以後死に至るまで同地が彼の活動拠点となり，「大英帝国宮

廷医」の肩書きが彼の著作の表紙を誇らしげに飾ることになった。

3 

当初ハノーファーでのツインマーマンは，期待が大きかっただけ侍医と

しての自負心とこれに見合わぬ社会的名誉との格差に欝々とした日々を送

った。友人に宛てた書簡で述べている不満は基本的に7＋ルック時代と変わ

っていない。「婦人方というものは，一度でもジョージ二世と一緒にコー

ヒーを飲んだことがあると，私が王の命に従うように自分たちの命にも従

うべきだと信じて疑わないのです。 j<ll）こうした状況に加えて1770年には

唯一の理解者であった妻の死という打撃が彼を襲う。だが，「書くこと」

が一種の自己治療の意味をもっていた彼にとって，精神の欝屈はそれだけ

いっそう旺盛な執筆活動の原動力となった。ボイエの『ドイツ博物館

Deutsches MuseumJ やヴィーラントの『ドイツ・メルクール Der Teutｭ

sche Merkur J，また特に『ハノーファー雑報 HannoverschesMagazinJ 

には彼の論文が数多く掲載きれた。こうした活動のなかにあって，友人ラ

ファーターの観相学を世に知らしめるために労を惜しまなかったことは特

筆きれよう。彼は観相学という新しい学問成立の場面に立ち会ったのみな

らず，自らシルエットや銅版画などの資料を提供することによってラファ

ーターを励まし続けた（問。ラファーターはこれに対し，主著『観相学的

断章j のなかでツインマーマン自身を分析対象とし，注目すべき人格描写

を行っている。

この人格はなんと極端な対照からなっていることだろう！ この人

格はなんと容易に一面的で，恐ろしく間違った判定へと人を迷わせる

ことだろう！ －（…）死のような冷たきとすべてを焼き尽くす稲妻

のような炎－これがただ一つの魂，一つの顔に共存しているのだ。朗

らかな春の日と荒れ狂フ雷雨とのめまぐるしい交替。鋼鉄のごとき厳

格きとこの上なく細やかな感情，剛胆と臆病，英雄もどきの厚顔きと
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礼儀正しい腰の低きー表向きの虚栄心と真の謙虚き，人を刺す訊刺と

穏やかで温かな心のやさしき，極度の神経過敏とねばり強い忍耐心。

（…）倦くことなき忠誠心を示す一方で，本人を知らぬ者には侮辱的

としか思えぬ冷徹さを見せるが，この冷徹が今度は瞬時にして熱誠と

熱愛へと変わる。一瞬完全に自制心を失うかと思えば，次には完墜に

自分を抑制してみせる。国王のごとき権力をもっ医師でありながら，

その目はいとも柔和で優しい涙に溶けてしまう。そうかと思えば，こ

んどは稲妻のまなぎしで人を貫き通す。（…）何人をも退屈させぬ教

養を積みながら，当人はしばしば死ぬほどの不安をもって退屈に堪え
るのである (13）。

ラファーターの筆は，同時代人が等しく観察した二つの極の聞を揺れ動

く彼の本質を見事に描ききっている。まきにこの二面性ゆえにツインマー

マンはという人聞は一一表面的にはエレガントな立ち居振る舞いと豊

富な話題，巧みな話術によって宮廷の女性たちの人気を集めながら

も一一，真の理解者に恵まれぬと同時に多くの敵を作ったのである。ハ

ノーファ一時代に交流を結んだポイエは「ごく身近に知ることなしには評

価することも愛することもできぬ人間」(14）と彼を評し，ティソの伝えると

ころによれば彼の妻は死に際して「かわいそうなツインマーマン。私が死

んだら誰があなたのことを理解してくれるでしょフ」との言葉を残したと

いう（1ヘツインマーマンのこうした不幸な人格に関して伝記作者が揃っ

て言及するのが彼のヒポコンドリ一気質である。彼はこの気質を「神経が

弱く，後に精神病者となった」母親から受け継いだと伝えられるが（川，

医師ツインマーマンがヒポコンドリーの分析および対処法において高い評

価を受けたのも，一つには彼自身の内面に巣くうこの「神経の病」が格好

の観察対象であったことに帰せられるだろう。だが， 19世紀の医師フォイ

スタースレーベンが指摘するょっに，身心の動きを細大漏らさず観察する

医師の視線そのものがヒポコンドリーを悪化きせる要因となったことも推

測される。「われわれ医師に特有のヒポコンドリーというものがある。な

ぜなら，ヒポコンドリーがおのれの身体の苦しみを拡大して見せる顕微鏡

であるとするなら，われわれはこの顕微鏡をわれわれの学問自体のなかに
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持っているからだ。」(17)

ツインマーマンの最初の伝記作者となったティソは同じ医師の立場から

彼の友人が抱えていた問題点を指摘している。「二三の出来事に際してそ

の性格の力からは考えられぬような一種の臆病きを彼に与えたのは彼の神

経だった。人生には些細な不愉快はっきもので，人はこれに堪えるしかな

いのだが，神経の状態ゆえに彼はそフした事どもに対しひどく過敏だっ

た。」（川彼のヒポコンドリーが招いた「神経過敏」は患者との交流や社交

生活においては「社交上の配慮からJ 極力抑えられていたが，その抑圧が

強ければ強いほど，彼にとって内面を自由に披涯しうる著述の分野での激

しい攻撃性となって現れた。「書斎に身を置くと，身内の力，若々しい熱

情，愚かしい事どもに対する嫌悪感にすっかり圧倒きれてしまった。いっ

たんそうなった彼は仮借というものを知らなかった。」｛同事実後半生にお

けるツインマーマンは，孤独で平穏な生活を希求しながらもそれと裏腹な

自己顕示欲に突き動かきれて自ら数々の苛烈な論争に身を投じ，それによ

って破滅の淵に沈んでいった観が否めないのである。

4 

1771年 7 月，ツインマーマンはティソの忠告に従い，長年彼を苦しめた

ヘルニアの手術のためベルリンを訪れた（20）。すでにドイツで最も知名度

の高い医師に数えられていた彼の手術はプロイセンの王都に大きなセンセ

ーションを巻き起こした（2九彼は病後の療養のため同年11月までベルリ

ンに滞在するが，この期間に1765年以来書簡を通じて交流関係にあったニ

コライをはじめ，ズル、ソァー，ラムラー，メンデルスゾーン，レッシング

等ベルリンの代表的啓蒙主義者と直接相識る機会を得たばかりか，プロイ

セン王フリードリヒ二世に謁見を許きれるという幸運にも恵まれた。ハノ

ーファーに帰還したツインマーマンは，病が癒えると再び多忙な日常に戻

ったが，医師としての盛名はますます高まり，ブラウンシュヴ、ァイク公を

はじめとする数多くの君主たちから診察を依頼されるようになっていっ

た。
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こうした状況下でツインマーマンは畢生の大著『孤独論j を完成させ

る（22）。カントの「啓蒙とは何か？」と同年の1784年から85年にかけて出

版され，全四巻約二千頁にわたるこの著作は，いわば彼の人間学的知見の

集成であり，「観察をおこなう医師と病人を一身に具現したJ＜問ツインマ

ーマンの特徴が最も明確にあらわれた作品でもある。ツインマーマンの著

作の多くは人生の危機的局面の中から生まれたという性格を持つが，『孤

独論』もその例に漏れない。 1777年には一人息子の精神病が発病する。彼

自身の名声の高まりと共に関係が冷却していったとはいえ，彼の導き手で

あり父親像の体現者でもあったハラーも同年に没している。 79年にはズル

ツアーの死によって最も心を許した友を失い， 81年には娘の死去に加え，

宮廷における彼の理解者デーリング顧問官夫人がハノーファーを去るとい

う二重の打撃が彼を襲う。デーリング夫人に献じられた序文のなかで彼は

「孤独についてのこの書物は，憂愁のさなかにある私の勇気を鼓舞し，

（…）胸を締め付ける思いから私の魂を解放してくれることになるでしょ

う」（第 1 巻 XIII 頁）と述べ，一連の不幸によって文字通り「孤独」のた

だなかに投げ込まれた自分にとって「書くこと」が自己治療の意味を持つ

ことを明確に表明している。また同時に，「自分の文体だけでなく自分の

書物全体が自分自身に能う限り似ることを」望む彼の言葉通り，この著作

は彼の二面的人格を構造と内容の両面で正確に反映したものとなってい

る。

「孤独とは，魂が自分自身の想念に身を委ねている状態である」という

定義を根本に据えて，ツインマーマンは18世紀という「社交の世紀J にお

ける孤独の意味を社交と孤独の弁証法的関係において描き出そうとしてい

る。彼によれば人間は社交生活を営むょっ作られているが，しかし人聞の

本源的欲求は人を孤独へと導いてやまない（第 4 巻119頁）。これは人間が

本来的に孤独にも社会生活にも安住を許きれないことを意味する。彼によ

ればそれゆえ，「社交と孤独を共に享受するためJ には「交互に両者に対

して倦む」ことが求められる（第 4 巻293頁）。つまり「われわれは孤独に

飽きれば交際によって活力を取り戻J さねばならず，他方「世の交わりに
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疲れたら，孤独以外にわれわれを幸福にするものはないJ のである（第 1

巻49頁）。彼の論理はすなわち一一人聞は孤独を必要とする。しかし絶

対的孤独は人聞が社会的存在であるがゆえ有害である。したがって人聞は

社会の中に身を置かねばならない。しかし社会には無数の危険が人間を待

ちかまえている。したがって人間は孤独を必要とする一ーという自己同

着的なものである（判。医師ツインマーマンがこの問題に対して呈示する

処方はつまるところ，人間は孤独と社交の適度な関係を見いだすべきであ

る，という至極常識的なものにすぎない。だが，彼がここで図らずも描き

出しているのは，孤独においても社会生活においてもつねに自己疎外の状

況に置かれているため，孤独と社会の聞を永遠に振幅し続けなけれず，い

わば孤独と社会の狭間で引き裂かれている人間存在（それはとりもなおさ

ずツインマーマン自身の謂でもある）である。ツインマーマンはこの永遠

の循環論法に導かれるように，膨大な資料をもとに孤独の有用性と有害性

を無数の実例に即して描写してゆく。形式的には全12章からなる秩序だっ

た構成を取っているこの著作だが（25），教会史研究や症例研究や自己観察

の成果をないまぜにしたツインマーマンの記述はしばしば挿話や逸話とい

った細部への執着に傾き，結果としてきわめて錯綜した印象を与えずにい

ない。これに加え，孤独と社交の聞の激しい往還を誰よりも深〈体験して

いるツインマーマンの筆は，孤独に内在する明暗のコントラストにきわめ

て強い調子を与えている。『ドイツ文献総覧j の書評は，この著作が「理

論的考察や単なる理性の演縛」によらず，「観察と経験」を基盤としてい

ることを歓迎し，「きまざまな地域のあらゆる階層にわたる人聞の内奥ま

で見通す」経験を持った医師が「細心の注意をもって人類が残した古今の

記録」を用いた『孤独論j を「万人が理解できる，人生に有用な」書物と

賞賛しているが（26），その反面，孤独の有害性を論じた第二巻のみを読ん

だ読者は，その徹底した批判ぶりに「ツインマーマン氏の意図は孤独を弾

劾することにあると思ってしまフだろフ J と認めている（27）。

実際，ツインマーマンの記述が最も熱を帯びているのは，「間違った孤

独」を批判する箇所であるといえる。ここで彼は18世紀啓蒙主義者たちに
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よる妄信（Schw:trmerei）批判の系譜に立ちながら，孤独が想像力に及

ぼす危険性を古今の実例をヲ｜いて指摘している。自他共に認めるヒポコン

ドリ一気質の彼にとってこの作業は，自己の内部に存在する「理性にとっ

ての他者J を認識し排除するという切実な意味合いを持っていた。ツイン

マーマンは精神状態に及ぼす身体的条件の影響という「哲学的医師J の視

点から，「身体がわれわれの思考法の第一原因であることは非常に多い」

ことを前提とした上で，「エジプト，シリア，メソポタミアの孤独者たち

の魂の黒い飛朔はその大半が下半身に発している」と分析する（第 1 巻55

頁）。東方の孤独者たちが妄信に溺れてしまったきらなる要因として気候

が及ぼす影響を挙げている。エジプトの隠棲者の場合，「彼らの脳は，ひ

とつは過剰な太陽熱，ひとつは少なすぎる食事，ひとつは頻繁な覚醒のた

め，いわば完全に焼けこげてしまっているのだが，自分では現世的な富や

欲望や安寧を軽蔑し女犯を避けることによって，無垢で聖なる生活を送っ

ていると確信しているのだ。」（第 1 巻302頁）このような調子でツインマ

ーマンは「健全な理性を尺度に」（28）初期キリスト教の隠棲者や神秘主義者

に対しどぎつい表現で攻撃を続けるのである。

オリエント人特有のメランコリー，空疎な些事への偏愛，孤独にお

いて現れがちな頑迷き，修道僧の場合非常にしばしばこの頑迷きに伴

って見られる恥ずべき無知，修道院において恐ろしく伝染性の強い無

数の妄信，そしてそこから生まれる黒い胆汁に満ちた狂気一これらが

一体となっていとも血なまぐきい猛威をふるったため，キリスト教の

教会史はかくもおぞましい歴史を刻むことになり，オリエントの荒野

であれほど賞賛の的となった平和な修道院は悪魔の宿となったのであ

る。（第 2 巻338頁）

そこかしこに見られるこうした表現は，例えばヴィーラントのような

人々の眉を埋めさせたものの，『孤独論』は非常な反響を呼ぴ，ツインマ

ーマンの手になる最も有名な著作となったばかりか， 18世紀の散文作品中

最も読まれたもののーっとなった。 1791年には J. B. メルシェによる仏訳
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が出版きれ，これを底本として英訳（1797/99年）やオランダ語訳がなき

れた。 1789年にはイタリア語， 1791年にはロシア語訳が出版きれているこ

とをみても，この著作がすでにツインマーマン生前からいかにポピュラー

であったかがうかがわれよう。だが，なかでもツインマーマンを喜ばせた

のは，啓蒙専制君主の一人であるエカチェリーナ二世にその成果を認めら

れたことだった。『孤独論』第四巻序文において彼は自負心も露わに，ロ

シアの女帝が自分のもとに使者を派遣し，「大英帝国宮廷顧問官にして侍

医なるツインマーマン氏へ。孤独に関する書物によって人類に与えた数々

の素晴らしい処方に感謝を込めて」と記した書簡と共に指輪とメダルを贈

った事実を伝えている。エカチェリーナ二世はこれにとどまらず彼を侍医

として招聴しようと試みるが，ツインマーマンは老齢と病気を理由にこの

名誉ある申し出を辞退する。しかし，その代わりに有能な同僚数名をロシ

ア宮廷に推薦した功によって彼は1786年「聖ウラジミール騎士団j の一員

に列せられる。これにより，スイスの片田舎から勤勉のみを手段として

「大きな世界J へと進出し，社会的名声をつねに追い求めた彼はついに念

願の貴族身分を手中にし，以後彼の著作の表紙は「騎士フォン・ツインマ

ーマン」という肩書きが麗々しく飾ることになった。

ツインマーマンの名声はきらに1786年，病の床についていた老齢のプロ

イセン王フリードリヒ二世が彼の診療を希望してポツダムに招聴したこと

によって絶頂に達した。 17 日間にわたる治療にもかかわらず結局王を死の

床から救うには至らなかったが，ツインマーマンにとって若き日から「玉

座の哲人」として偶像視していたフリードリヒから当代随一の医師と認知

きれ，これと親しく言葉を交わすことができたといっ事実は，年齢と共に

肥大しつつあった自己顕示欲と名誉欲を満たして余りある出来事だった。

しかし，彼を得意の絶頂に導いたフリードリヒ二世との交流が，同時に彼

の名声を失墜きせる大きな転機となってしまうのである。

5 

ツインマーマンの生涯を概観すると，社会的地位の向上にともなって接
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する患者たちの社会階層が上がっていくにつれて政治思想的にも大きな変

化が生じていることが見てとれる。プルック時代の彼がルツーの影響のも

と，コスモポリタン的発想に立って民王的共和制を最高の政体と考え，貴

族主義者にあからさまな敵意を見せていたのに対し，「徐々に彼の中に変

化が生じた結果，彼は民主制を完全に否定するとともに，貴族制に一定の

理解を示しながらも，王制を最高の国家形態と見なす」（制ようになった。

かつて共和主義的な志操を持った「自由なスイス人」であったツインマー

マンはヨーロッパを代表する君主との接触を通じて筋金入りの王党派への

変身を遂げるのである。

ツインマーマン自身の言によれば1787年10月のある日，フリードリヒ大

王およびその最後の日々に王が自分と交わした対話についての本を書こう

という考えが「稲妻のように閃いJ た。この「彼のおそらく生涯で最も不

幸な決断j<30)t：：基づいて1788年に『フリードリヒ大王，および私と死を前

にした彼との対話について』（31）を発表したことによってツインマーマンは

以後死に至るまで，かつて自分がその一員であった啓蒙主義陣営全体を敵

に回した激しい論争に巻き込まれることになった。もっとも，上に述べた

ような政治的志操の変化にもかかわらず1780年代半ばまでツインマーマン

は啓蒙主義者たちの高い評価を受ける存在だった。とりわけ同時期，ニコ

ライ，ゲーディケ，ピースターを中心とするベルリン啓蒙主義者たちは，

ローマ・カトリック教会がイエズス会士を用いて中世の暗黒時代の再来を

画策しているとする「隠れカトリック・キャンペーンJ を展開していただ

けに（32），ツインマーマンが孤独に関する一連の著作のなかで神秘主義者

やカトリックの修道僧を「妄信家」として激しく攻撃したことを非常な好

意をもって受けとめていた。ツインマーマンは F. ゲーディケと J.E. ピー

スターの『ベルリン雑報 Berlinische Monatsschriftj に論考を寄せてい

るし，ニコライとはフリレック時代以来書簡を交わし続けるなど，良好な関

係は保たれているように見えていた。ニコライはしたがってツインマーマ

ンの新しい出版計画を知ると直ちに書簡を送って期待のほどを述べてい

る。「国王についてのあなたのご著書には待ちきれぬ思いです。私にとっ
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ても誰にとっても必ずや興味深い読書体験となるでしょう」側だが，まも

なく当の書物を手に入れたニコライは，「興味深い読書体験」への期待が

まったく予想外の形で果たきれたことを知るのである。

ツインマーマンの並外れた名誉欲を知るニコライであれば，ツインマー

マンがポツダムでの体験を歴史的大事件のごとくに描写するだろうことは

半ば予想されたことだったが，予想を超えていたのは，叙述の中心に置か

れたのがフリードリヒ二世ではなく，（ヒ、シペルが噸笑的に呼ぶところ

の（34））「ツインマーマン一世J だったことである。すでに副題が「彼と私

との対話」ではなく「私と彼との対話」であることからも伺えるように，

この著作は全体を通して著者の独善と肥大した自尊心の羅列に終始してい

る。「きて，たぶん世に知らぬ者とてなかろうが，この偉大な王が一一

この私をその許に呼んだのである！ 世界中の医師のなかで，これほどの

栄誉に浴した者はあるまい」（35）といった言辞がそこかしこにちりばめられ

たこの書物は，著者の強烈な自己顕示欲が生みだした意図せぬ滑稽きもあ

いまって格好の瓢刺や噸笑の対象となり，彼を攻撃する数多くの著作が生

み出された。だが，こうした一連のツインマーマン批判が，ツインマーマ

ンの人格攻撃にとどまらぬ政治的意味合いをもったのは，この著作のある

箇所に起因していた。『孤独論J の中に「修道僧的存在と神秘主義に対す

る啓蒙主義の党派的著作」（36）を見ていたニコライたちを不意打ちにするか

のように，ツインマーマンはここで突然ベルリン啓蒙主義に対し口汚い罵

晋雑言を浴びせ始めるのである。彼によればフリードリヒ二世は確かに思

想の自由を許可したが，啓蒙主義者たちは王の寛大な措置をよいことに放

恋の限りを尽くしたというのである。

信仰と道徳の啓蒙者たちは万事を無軌道の極へと追いやった。（…）

啓蒙された男たちは精神のあらゆる束縛に抗い，啓蒙された女たちは

心のあらゆる束縛に抗った。男たちは妻の眼前で白昼堂々売春婦たち

を家に呼ぴ（…）一方その妻たちは間男に精を出した。これは，この

種の行為への愛好と欲求のみに発しているのではない。あまねく広が

るベルリン啓蒙主義の光に対する喜ぴと熱狂がそうさせているのだ。
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（…）離婚や妻の交換はベルリンでは古代ローマが腐敗の極にあった時

代と同じくごく普通のことだ。（…）だが，ポツダムほど啓蒙主義の
進展が，おそらくは進歩への希望から，極端なところはない。ここで

は理神論の教えがあまねく普及し，啓蒙主義の力がいとも強大となっ

た結果，（…）過去10年間の内に300人もの人聞が自殺したのであ
る（37）。

ツインマーマンの突然の「転向」は同時代者にとっても後の研究者にと

っても理解不能な事態と受けとめられており，多くは悪化の度合いを深め

ていった彼のヒポコンドリーに原因を見ょっとしている。だが，ツインマ

ーマンの激烈な反啓蒙主義者への変身を考えるに当たっては，彼自身の精

神状態に加えて，フリードリヒ二世の死去と共に啓蒙主義と絶対主義の蜜

月時代が終罵を迎えた当時のプロイセンにおける思想的状況を考慮に入れ

る必要がある。次期国王フリードリヒ・ヴイルへルム二世を巡っては，急

進啓蒙主義的秘密結社「啓明結社」と反啓蒙主義的結社「黄金・蓄積十字

会」がそれぞれ自らの陣営に迎えょっと水面下で激しい駆け引きを展開し

ていたが，これは後者の勝利に終わっていた。「黄金・蕃穣十字会J ベル

リン支部長 J. Chr. ヴェルナーは1781年，皇太子フリードリヒ・ヴイルへ

ルムを同結社に入会きせて反啓蒙主義的思想、教育を施すことに成功した。

ヴ、エルナーは王座の交替を待ってプロイセン大臣に就任すると，「啓蒙主

義者たちに対する戦争」を宣言して1788年 7 月 9 日には厳しい言論統制を

狙った『プロイセン国家における宗教体制に関する勅令』を起草・発布し

た。これによってベルリン啓蒙主義は一転守勢を強いられることになるわ

けだが，こうした反啓蒙主義政策の展開を視野に入れるならば，ツインマ

ーマンがフリードリヒ二世への潜在的批判を込めつつ「国王フリードリ

ヒ・ヴイルへルム二世がやってきて，ベルリン啓蒙主義者たちに向かつて

〈ここまでだ。これより先は許きない〉と言わなければならない」（38）と書

くとき，彼の姿勢が時の権力者への追従という点である種の一貫’性を持っ

ていることが認められるだろう。同時に，ツインマーマン関連の論争が

『宗教勅令』を巡る激しい議論と重なり合って展開していった事実からも
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伺えるように，ツインマーマンの名はフランス大革命勃発前夜のドイツに

おいて反動勢力の象徴としての意味さえ持つようになっていった。

『ベルリン月報J 1788年 7 月号掲載のピースターによる「ベルリンに対

する最近の恐るべき非難について」を鳴矢として次々に発表きれたツイン

マーマン批判のなかでも最も的確かっ痛烈な内容を示したのはアドルフ・

フライへア・クニッゲによるパロディー『艶福家フリードリヒ・ヴイルへ

ルムおよび，私と彼との対話について。選帝侯国ハノーファーのズボン職

人 J. c. マイヴ、エルク作J であろう（問。激しい上昇志向の末に「フォンJ

の肩書きを獲得したツインマーマンにとって，死に至るまで最も苛烈な論

敵となったのが，自らの名前から「フォン」を削ることで「自由な人士J

を自任したアドルフ・フライへア・クニッゲであったことは象徴的だが，

クニッゲは架空のズボン職人にツインマーマンの言葉を再現きせること

で，権力に対する卑屈と肥大した自尊心がないまぜになったツインマーマ

ンの態度を容赦なく暴き立てた。そしてクニッゲはズボン職人の対話相手

としてフリードリヒ二世の代わりにフリードリヒ・ヴィルへルム二世を登

場させ，宗教問題についてこう発言きせている。「私がこの問題について

話すとなれば，わが枢密顧問官ヴ、エルナーに同席してもらわんとな。」（40)

1788年の段階ではこの一節に込められた瓢刺的意図は誰の目にも明らかだ

ったに違いない。

6 

こうした動きに対しツインマーマンは直ちに『ミラボー伯に対するフリ

ードリヒ大王の弁護』（1788年）を発表し，王座の交替が近いと見たベル

リン啓蒙主義者たちがミラボーを道具として用いて新王の「啓蒙」（すな

わち思想操作）を試みた，という非難をおこなった（4九これによってツ

インマーマンはフランス草命勃発前後に狽振を極める陰謀理論の一翼を担

うことになった。彼は「真理の排撃を目的とするベルリンとフランスの哲

学者たちの結社」による策動を警告し，他方反啓蒙主義政策の主導者ピシ

ョフヴエルダーとヴ、エルナーについては，「神に関わる事柄を擁護し，キ
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リスト教の排撃者どもや啓蒙主義の激流に敢然と対抗した」その「純粋で

不屈の勇気」に賞賛を贈った（叫。彼はきらに革命勃発後の1790年には

『フリードリヒ大王に関する断章』（43）を発表し，もはや彼の強迫観念とな

った陰謀理論をあらゆる激烈な表現を使って鼓吹した。かつてユダヤ人哲

学者モーゼス・メンデルスゾーンに対し崇拝に近い尊敬の念を寄せていた

彼がここでは「ベルリンの啓蒙主義シナゴーグJ という偏見と差別意識も

露わな表現を用い，啓蒙主義の陰謀家たちは「ベルリンである種の人士の

首をはね，啓蒙主義シナゴーグの戸口の前で晒し首にすることも厭わない

だろう」とまで書いている（44）。

1788年に始まる一連の反啓蒙主義的著作によって，ツインマーマンは広

く知識人の賞賛と尊敬を集めた「哲学的医師」から，反啓蒙主義的扇動を

おこなう「政治的著述家」へと大きく変貌を遂げると共に，かつての人間

学的著作によって獲得した名声をことごとく失つことになった。まだ共和

主義者を自任していた1766年，ツインマーマンはニコライ宛の書簡で故郷

ベルン州の偏狭な精神風土への不満を鳴らし，ベルンの共和国政府がその

実「まったくの貴族制にはかならJ ず，そのため「ただ一人の君主を戴

く」プロイセンよりも「299人の君主」を持つベルンの方がはるかに思想

の自由に関して劣っていることを訴えていたが，これに続く箇所で彼は，

あたかも政治的転向を遂げた後の自らの姿を予示するかのような言葉を述

べている。「貴族主義者というものは揃って臆病者であり，したがって精

疑心が強ししたがって自由に物を書くと見なされた者には鵜の目鷹の目

で対するのです。」（州事実，社会的成功とともに視点を権力者のそれと重

ね合わせるようになったツインマーマンは，ヒポコンドリーに病んだ神経

が内面に生み出す幻像を啓蒙主義者という外部の「敵」に投影し，それに

よって原理的に終わることのない戦いに身を投じた観がある。やがてツイ

ンマーマンは反革命・反啓蒙主義のプロパガンダ雑誌 fウィーン雑報

Wiener ZeitschriftJ 発行者 L.A. ホフマンと手を組み，同誌にクニッゲ

を誹誘する一連の記事を寄稿するかたわら， 1791年暮れにはホフマンの仲

介によりオーストリア皇帝レオポルト二世に書簡を送って，啓蒙主義者の
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秘密結社に対抗するため反革命秘密結社の結成を進言するなど附），ます

ますその活動は政治への傾斜を深めていった。レオポルト二世から自分の

提案を高く評価されたツインマーマンだったが，皇帝に政治的影響力を行

使しうるという彼の期待は，レオポルト二世の92年3月の急死によって裏

切られることになった。ツインマーマンはこの打撃から立ち直ることが出

来ず，一方ヒポコンドリーの悪化とフランス革命軍がドイツ内に進軍する

という状況が重なって，「フランス人たちが彼を貴族主義者と見て探し出

し暴行を加えると考えて取り乱す」など，迫害妄想、が顕著になってゆく。

以後死に至るまでのツインマーマンの姿は悲惨で、ある。「記憶力は弱まり，

分別は薄れ，彼の想像力はさまぎまな妖怪を生み」だした。やがて彼は

「貧窮と飢えで死ぬ」ことを恐れるようになり，自分の行くところすべて

「ペストや疫病が蔓延している」との妄想に苦しめられた。「食物や医薬の

服用に激しい嫌悪を示しJ，身体を触られると「言いようのない痛みを訴

え」，痛みに対する恐れから「数ヶ月にわたり髭を剃るJ ことを拒絶した。

結局彼は「直腸の激痛に三日三晩叫ぴ声を挙げ続け，小水を漏らし，恐ろ

しい不安に苛まれながら」 1795年10月 7 日死去した（47）。 67歳だった。彼

の最期を看取ったツインマーマンの二度目の妻は友人ティソにこう言った

という。「神経が彼を完全に支配してしまうことがなかったなら，あの人

は何と素晴らしい人だったことでしょう。 J<48)
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